







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 選択科目一覧 ( )内は開講講座数
2 年 3 年
A I AⅢ AⅢ AⅣ B
普 世界史 (2)-古典 (1) 現代文 (2) 日本史 (1) 微分 .積分 (1)基礎解析 物理 (1) 代数 .幾何 (1 数学 Ⅲ (1) 生物 (1)
過 数学 Ⅱ (1) 英語 nC (2)化学 (1) 物理 (1) 美術 Ⅰ (1)
料目 化学 (1)英語 ⅢC 2 英語 Ⅲ (2)英語 Ⅲ (3) 英語 ⅢB (2)フランス語 1LTT国語
両~Tr J二作機械 (1) 電子技術 □ (1) 原動機 (1) 情報技術 Ⅲ (1) 電子機械製図 (1)計算事務 デザ イン実習 . 情報技術 Ⅰ インテリア計画 0 ソフトウエア技術

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































モデル科 目群 文 科 芸術体育 英 語 情 報 ; 食 品 福 祉
A(4) 英 語 Ⅲ 規 代 文 現 代 文 *1 *1 *1
(2) (2.) 生 物化 学数学 Ⅲ 吐 物化 学数学 Ⅲ 生 物化 学数学 Ⅲ英語 ⅠB 英語 ⅢB
(2) (2) 英語□ 英語 Ⅲ
13(4) *1 英 語 Ⅱ 英 語 Ⅲ *1 *1誌芸芸 = 英 語 Ⅲ (2) 日本史世界 u本史世界商菜経済
地 理 (2) 地 理 地 理
C 数 学 ∬ *1 *1 *1 生活園芸 保 育
日本史 日本史 日本史 (2) (2)
(4) 世界史 世界史 世界史 情報処理 情報処理
地 理 地 理 地 理 12) (2)
D(4) *1年 物 数 学 Ⅲ 簿 記記 食 品加 .Ⅰ二 基 礎化 学 ≡数 学 Ⅰ 会 計 看 護
物 理 1 医 学
E 硯 代 文 芸 術 英語 ⅡA 計算事務 応 用 栄 養
(2) 体 育 (2) (2) (2)
































































































































































































































































































































モデル科 H群 文 科 芸 術 体 育 英 語 情 報 食 品 福 祉
AL4) 英 言吾 I 英 語 Ⅲ 英 語 Ⅲ 文書事務 食 品科 学 看 護 基 礎*1ハングル語 中Lq語 英 語 Ⅲ 児童 福 祉
B(4〕 *1 日本史世界史 地理化学 生物 *1 日本史牡界史 地理化学 生物 *1 日本lii世界史 地理化学 生物 簿 記 会 計Ⅲ 総 合実 習 保 育 原 理
C(4) 数 学 Ⅲ 現 代 文 現 代 文 情 報 処 理刀 食 品加｣二 成 人看 護英 語 ⅢB 英 語 ⅢB 流通 公 衆 衛生
D *1政治経済 *1政治経済 子*1政治経済 * 1 * 1 *1､ 英語 IA 英語 ⅢA 英語 ⅢA 日本 史 日本 史 日本 史
(4) 情報処甥 情報処坤 情報処理 世界 史地 理 世 界 史地 理 世 界 史地 理英語 ⅢC 芸術 体育 英語 nC
E(4) 現 代 文 芸術 体育 LL演 習 *1ハングル語中補語政治経済現代文 *1ハングル語lH垢吾政治経済現代文 *1ハングル語明現吾政治経済現代文











り 内 容 項 一才 参 考
4 進路 :1 意識の形成 (1)高校生の意識 ○諸調査
(2滴 己の将来像 ○オリエンテーション
ti 進路 :2 自己の理解3 働 く【-川勺 (1.)適jE検査等 ○教育キャンプ(5/9-ll)2自己評価勤労の意義 各教科 .科目の学習内容紹介原稿作成完了(5/30)
(2)親,先輩に学ぶ ○PTA総会と学級懇談(5/19)学年範会(5/30)
6 進路 :4 進路の研究 (lJ進学,就職 ○(ビデオ等を利用)
(2)モデル,選択科目につ ○学年PTA(6/6)
いて説明と学習 ○家庭訪問各教科 .科目の学習内容紹介原稿印刷,冊子配布学年集会(6/20,6/27)
/ 進路 :5 進路の設計 (1)モデル,選択科目につ ○教科番注文
いて説明と学習(2)第1回進路希望調査3 選択教科 .科H調査 〇二着, 二三者面談
9 進路 :6 進路の設計 (1)教育課程について ○詳細にわたる各担当.
･モデルについて 各教科による具体的説
･選択教科 .科目について 明及び指導
10 進路 :7 進路の設計 (1)教育課程編成 ○生徒の自主編成･編成演習 Ⅰ 保護者も含めての面談
･学級正副担任との面談 指導





12 進路 :9 講和と体験学習 (1)ボランティア活動 ○向陽の_駁訪問講演 ｢ ｣
1-2 社会 :調査 .研究 .発表 (1)郷土,進路に関する内容からテーマを決定2調査 .まとめ .レポート発表 ○グループ又は個人研究


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































校 時 時 刻 月 曜 日 - 金 曜 El 土 曜 日 =甘一一
SHR 8:405 1那 定時削並 tH過料 生井学習請座
1 8:4593
2 9:40103 1 9:0045
34 10:45ll3 2′定時刺_､lfZ'_t:ー過料情報 壁涯辛習請座生学 2 9:451030
ll:4()1230 3 10:40ll25
左主 食 12:3031 4 ll:251210
SHR 13:105 3那 定時制itt,-_卜1過料 SHR 12:102
7 15:1560 i§ 6】 13:45430
8 16:1070 7 14:40525
9 17:2581 l】 4那 定時刺ゝtf'lF一過料情報 8 15:25610





通信削課程では､月曜 Hか ら金曜 日の毎H添削指導が行われています
214
国際経営フォーラムNo.5
る
｡
卒
業
要
件
の
八
〇
単
位
の
内
'
必
履
修
科
目
(履
修
は
求
め
ら
れ
る
が
単
位
修
得
は
要
件
で
は
な
い
)
は
普
通
科
で
三
四
単
位
(女
子
は
こ
れ
に
｢家
庭
t
般
｣
を
加
え
iLJ三
八
単
位
)
で
､
残
-
は
す
べ
て
選
択
科
目
と
な
る
｡
情
報
科
の
場
合
に
は
､
情
報
科
の
専
門
科
目
三
〇
単
位
の
修
得
が
要
件
に
加
え
ら
れ
る
｡
所
属
部
で
は
､
1
日
四
時
間
週
五
日
授
業
で
年
間
二
〇
単
位
の
履
修
が
可
能
と
な
る
が
､
こ
れ
だ
け
で
は
三
年
間
で
卒
業
要
件
の
八
〇
単
位
に
連
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
そ
こ
で
'
こ
の
二
〇
単
位
に
加
え
て
年
間
t
O
単
位
の
範
囲
で
'
所
属
部
以
外
の
部
や
通
信
制
課
程
､
生
涯
学
習
講
座
で
の
履
修
が
認
め
ら
れ
て
い
る
｡
1
才
､
通
信
制
課
程
の
生
徒
は
同
課
程
内
で
年
間
三
〇
単
位
ま
で
履
修
で
き
る
が
､
そ
の
-
ち
1
0
単
位
ま
で
を
定
時
制
課
程
や
生
涯
学
習
講
座
で
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
｡
こ
れ
ら
の
併
修
制
度
は
､
単
位
制
高
校
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
生
涯
学
習
講
座
で
は
､
年
齢
層
の
異
な
る
社
会
人
と
生
徒
が
同
じ
教
室
で
ど
も
に
学
ぶ
と
い
-
光
景
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
C,
な
お
､
本
校
で
は
他
校
定
時
制
課
程
と
の
併
修
(定
定
併
修
)
も
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
学
期
区
分
と
-
て
ほ
二
期
制
を
と
っ
て
打
-
､
事
由
に
よ
っ
て
は
単
位
の
分
割
認
定
も
行
わ
れ
る
｡
入
学
し
て
-
る
生
徒
は
､
そ
の
八
割
が
高
枚
経
験
者
､
つ
ま
-
中
退
者
で
あ
る
nJ
ご
-
最
近
に
な
っ
て
'
中
退
者
に
対
-
､
1
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
試
験
で
再
入
学
を
認
め
る
動
き
が
あ
る
が
'
硯
状
で
は
､
こ
れ
ら
ド
ロ
ッ
プ
･
ア
ウ
ト
の
手
厚
い
受
け
皿
は
本
校
の
よ
-
な
単
位
制
高
校
以
外
に
は
存
在
-
な
い
｡
ま
た
､
本
校
で
は
入
学
者
選
抜
に
あ
た
'-
､
内
申
書
と
入
試
の
比
率
を
-
対
六
と
し
て
露
-
'
通
常
の
五
対
五
な
い
し
は
六
村
田
の
比
率
で
は
圧
倒
的
に
不
利
な
中
学
で
の
長
期
欠
席
者
､
い
わ
ゆ
る
不
登
校
生
徒
に
も
'
大
き
な
希
望
を
与
え
て
い
る
｡
実
際
こ
-
い
っ
た
生
徒
も
入
学
者
の
か
な
-
割
合
を
占
め
て
い
る
｡
ま
た
'
か
つ
て
の
在
籍
校
で
の
修
得
単
位
が
認
定
さ
れ
る
た
め
､
入
学
者
の
中
に
は
卒
業
要
件
の
八
〇
単
位
を
す
で
に
揃
え
て
い
る
者
も
あ
る
｡
こ
れ
は
､
硬
直
し
た
学
年
制
が
'
生
徒
の
学
習
成
果
の
正
当
な
評
価
と
い
-
点
て
い
か
に
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
か
を
よ
-
示
し
て
い
る
｡
中
に
は
'
九
i
単
位
を
も
っ
て
入
学
し
て
き
た
生
徒
も
あ
-
'
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
に
は
､
半
年
以
上
の
在
籍
と
六
単
位
以
上
の
修
得
を
条
件
に
､
本
枚
卒
業
が
認
定
さ
れ
た
｡
単
位
制
高
校
に
お
け
る
履
修
に
は
､
総
合
選
択
制
高
校
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
高
い
自
由
度
が
あ
る
C
し
た
が
っ
て
'
無
理
の
な
い
､
そ
し
て
そ
の
生
徒
の
適
性
に
適
合
し
た
履
修
ど
な
る
よ
-
'
指
導
･
助
言
す
る
た
め
の
周
到
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
･
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
｡
本
校
で
は
'
入
学
前
の
三
月
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
､
四
月
当
初
に
は
徹
底
し
た
履
修
指
導
を
実
施
-
て
い
る
1
さ
ら
に
､
常
設
の
相
談
室
を
持
ち
､
い
つ
で
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
(
二
名
常
駐
)
か
ら
の
指
導
･
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
-
-
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
制
度
と
し
て
も
教
室
空
間
ビ
し
て
も
存
在
し
な
い
が
'
生
徒
二
〇
名
に
215
高等学校経営システムの多様化 ･弾力化の動向
1
人
の
割
合
で
担
任
が
つ
き
､
新
学
年
の
四
月
を
中
･'2
ど
し
て
様
々
な
集
団
活
動
､
集
団
訓
練
も
実
施
さ
れ
る
｡
連
絡
事
項
に
つ
い
て
は
'
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
の
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
で
常
時
流
さ
れ
て
い
る
ほ
か
､
同
じ
画
面
を
休
み
時
間
に
各
教
室
の
モ
ニ
タ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
C
各
種
配
付
物
は
､
や
は
-
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
る
ス
ー
ツ
カ
ー
で
集
中
的
に
提
供
さ
れ
て
露
-
'
生
徒
は
自
分
の
判
断
と
責
任
で
こ
れ
ら
の
情
報
を
収
集
し
行
動
す
る
｡
ま
た
'
時
間
ご
と
の
チ
ャ
イ
ム
も
な
い
(ノ
ー
管
理
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
｡
入
学
当
初
は
多
少
戸
慈
-
が
'
一
旦
慣
れ
て
し
き
り
と
'
生
徒
た
ち
は
意
外
な
ほ
ど
上
手
に
立
ち
回
る
と
い
-
｡
な
お
､
図
書
室
や
自
習
室
'
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
'
空
き
時
間
を
-
ま
-
活
用
す
る
た
め
の
施
設
･
設
備
面
で
の
保
障
も
怠
っ
自
己
管
理
を
求
め
る
以
上
'
当
然
必
要
な
手
立
て
と
い
え
る
｡
さ
ら
に
'
通
信
制
課
程
向
け
に
､
土
曜
日
に
は
託
児
室
も
開
設
さ
れ
る
｡
こ
の
よ
-
に
決
し
て
放
任
'
ば
ら
ば
ら
で
は
な
-
､
各
自
が
計
画
的
'
自
律
的
に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
-
'
間
接
的
な
人
的
･
物
的
支
援
体
制
が
周
到
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
本
校
の
も
-
t
つ
の
顔
が
'
生
涯
学
習
講
座
を
中
核
と
す
る
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
｡
硯
在
､
三
七
講
座
が
開
講
さ
れ
'
平
日
の
講
座
で
年
間
三
〇
回
､
土
･
日
曜
日
の
講
座
で
半
年
〓
t
回
の
授
業
(
一
〇
〇
分
授
業
)
が
行
わ
れ
て
い
る
(｡
な
鍔
'
単
な
る
施
設
開
放
と
し
て
の
講
座
で
は
な
-
'
高
校
の
課
程
と
の
連
動
も
強
-
意
識
さ
れ
て
鍔
-
'
定
員
三
〇
名
の
内
1
0
名
は
高
校
の
生
徒
枠
と
し
て
確
保
し
'
教
材
は
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
=
こ
の
よ
-
に
'
無
学
年
制
に
よ
る
単
位
の
累
積
加
算
の
原
理
と
､
他
課
程
と
の
併
修
制
度
導
入
に
代
表
さ
れ
る
柔
軟
な
履
修
･
単
位
認
定
シ
ス
テ
ム
'
学
習
の
自
己
管
理
を
促
-
支
援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
､
さ
ら
に
は
生
涯
学
習
･
社
会
教
育
と
学
校
教
育
と
の
連
動
が
'
本
校
の
特
徴
と
い
え
る
｡
｢夜学
｣
と
-
て
の
定
時
制
高
校
の
存
在
理
由
の
低
下
と
'
全
日
制
高
校
の
持
つ
学
年
制
の
固
さ
が
そ
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
中
退
者
へ
の
対
応
が
､
新
た
な
履
修
･
単
位
認
定
シ
ス
テ
ム
と
-
て
の
単
位
別
の
本
格
的
実
硯
を
招
来
し
た
と
解
釈
で
き
よ
-
｡J
今
後
'
学
年
制
の
制
約
が
強
か
っ
iLJ全
日
制
課
程
に
も
単
位
制
の
み
に
よ
る
無
学
年
制
が
実
硯
さ
れ
る
が
'
全
日
制
の
単
位
制
高
校
に
は
他
校
単
位
を
認
め
な
い
な
ど
制
限
も
多
-
､
硯
状
で
は
'
定
時
制
の
昼
間
開
講
の
方
が
有
利
で
あ
る
rJ
ま
た
'
定
時
制
課
程
に
は
'
教
科
書
の
無
償
配
付
や
給
食
費
､
宿
泊
研
修
費
の
補
助
な
ど
'
経
済
的
な
面
で
も
多
-
の
メ
リ
ッ
-
が
あ
る
｡
三
､
新
構
想
学
科
の
開
設
･
改
編
急
激
な
国
際
化
'
情
報
化
の
進
展
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
'
生
徒
及
び
社
会
が
高
校
の
教
育
内
容
に
求
め
る
も
の
､
期
待
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す
る
も
の
に
も
大
き
な
変
容
が
認
め
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
今
や
t
I
部
科
目
の
新
設
や
内
容
改
訂
で
対
応
-
き
れ
る
程
度
の
も
の
で
は
な
-
'
伝
統
的
な
普
通
科
と
各
職
業
科
の
枠
組
み
の
抜
本
的
改
革
を
要
す
る
レ
ベ
ル
に
連
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
､
専
門
学
科
と
し
て
の
国
際
系
学
科
の
開
設
､
従
前
の
職
業
科
を
時
代
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
も
の
へ
と
改
編
す
る
な
ど
､
様
々
な
学
科
再
編
成
の
動
き
が
認
め
ら
れ
る
｡'
国
際
系
学
科
に
は
'
商
業
科
の
教
育
課
程
を
べ
イ
ス
に
実
務
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
た
国
際
経
済
科
(例
え
ば
､
神
奈
川
県
立
の
五
つ
の
商
業
高
校
)
な
'Ti
Jの
事
例
と
､
普
通
科
･
英
語
科
の
教
育
課
程
を
べ
イ
ス
に
外
国
語
教
育
の
徹
底
と
国
際
理
解
教
育
の
導
入
を
図
っ
た
国
際
学
科
(東
弄
都
立
国
際
高
校
な
ど
)
､
国
際
教
養
科
(例
え
ば
､
千
葉
県
立
成
田
国
際
高
校
､
大
阪
府
立
千
里
高
校
､
同
箕
面
高
校
)
､
国
際
文
化
科
(新
潟
県
立
国
際
情
報
高
秩
)
な
ど
の
事
例
が
あ
る
｡
1
才
､
職
業
科
の
学
科
改
編
は
､
地
域
基
幹
産
業
の
構
造
変
化
､
高
度
化
･
複
合
化
を
契
機
と
し
た
事
例
が
主
で
､
農
水
産
系
高
校
に
お
け
る
バ
イ
オ
技
術
の
導
入
(京
都
府
立
海
洋
高
校
な
ど
)
や
､
本
格
的
実
習
に
よ
る
実
務
学
習
を
中
核
に
す
え
た
国
際
観
光
科
(熊
本
県
立
阿
蘇
高
校
)
､
オ
フ
ィ
ス
情
報
科
､
流
通
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
科
(京
都
府
立
南
八
幡
高
校
)
な
ど
の
事
例
が
あ
る
rJ
ま
た
､
時
代
的
要
請
(
の
対
応
と
し
て
最
近
顕
著
な
も
の
に
福
祉
系
学
科
の
新
設
が
あ
る
が
､
こ
れ
に
は
も
と
も
と
看
護
系
学
科
を
持
っ
て
い
た
学
校
に
お
け
る
新
設
事
例
(兵
庫
県
立
新
宮
高
校
な
ど
)
と
､
普
通
科
高
校
に
お
け
る
新
設
事
例
(岩
手
県
立
一
関
第
二
高
校
)
が
あ
る
｡'
こ
こ
で
は
､
国
際
系
学
科
と
し
て
大
阪
府
立
千
里
高
校
を
､
職
業
科
の
学
科
改
編
と
し
て
寮
都
府
立
海
洋
高
校
を
中
‥心
に
､
熊
本
県
立
阿
蘇
高
校
'
京
都
府
立
南
八
幡
高
校
を
取
り
上
げ
､
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
取
-
組
み
を
紹
介
す
る
:J
な
お
､
新
構
想
学
科
と
-
て
は
､
従
来
の
普
通
科
･
職
業
科
の
枠
を
越
え
iLl
｢
総
合
学
科
｣
が
画
期
的
な
試
み
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
､
平
成
六
年
度
以
降
の
開
設
で
あ
-
､
現
状
で
は
位
置
付
け
も
評
価
も
困
難
な
た
め
､
こ
こ
で
は
割
愛
し
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
｡
大
阪
府
立
千
里
高
校
本
校
は
昭
和
四
二
年
､
普
通
科
高
校
と
-
て
開
校
し
た
が
､
昭
和
五
八
年
大
阪
府
教
育
委
員
会
よ
-
｢帰
国
子
女
教
育
推
進
校
L
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
ど
な
-
'
平
成
二
年
に
国
際
教
養
科
ニ
ク
ラ
ス
を
新
設
-
た
｡p
国
際
教
養
科
の
主
な
目
的
は
､
生
徒
の
国
際
理
解
に
対
す
る
意
識
の
滴
秦
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
で
あ
る
r/
こ
の
た
め
'
ま
ず
三
〇
単
位
の
専
門
科
目
を
｢外
国
語
｣
｢
国
際
理
解
関
係
｣
｢情
報
科
学
｣
の
三
分
野
に
分
け
､
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
で
斬
新
な
科
目
を
開
設
-
て
い
る
｡
ま
iLJt
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
交
換
留
学
生
制
度
の
展
開
や
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外
国
の
交
流
団
の
訪
問
な
.ど
も
日
常
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
｡
ま
ず
'
外
国
語
で
は
'
総
合
英
語
'
英
語
理
解
､
英
語
表
現
､
L
L
演
習
等
の
英
語
科
目
の
ほ
か
'
二
'
三
年
次
の
選
択
科
目
と
し
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
に
よ
る
第
二
外
国
語
を
設
置
し
て
い
る
C
教
育
課
程
上
は
'
独
･
仏
･
西
･
中
･
韓
の
五
力
国
語
を
お
い
て
い
る
が
'
履
修
希
望
者
の
関
係
で
平
成
四
年
度
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
中
国
語
の
み
の
開
講
と
な
っ
た
rJ
国
際
理
解
関
係
に
は
｢
国
際
理
解
｣
と
｢
外
国
事
情
｣
が
あ
年
で
｢
言
語
表
現
･
比
較
文
学
｣
領
域
を
学
習
す
る
｡
本
校
で
は
､
国
際
教
養
科
の
専
門
科
目
開
設
に
あ
た
-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
チ
ー
ム
を
設
立
し
'
専
門
教
科
･
領
域
を
越
え
た
協
力
の
も
と
で
教
材
開
発
を
進
め
て
き
た
が
'
中
で
も
こ
の
｢
国
際
理
解
｣
は
そ
の
成
果
が
顕
著
で
あ
る
｡
｢
比
較
文
化
｣
に
は
六
人
の
社
会
科
教
員
が
あ
た
っ
た
C.
ま
ず
文
化
と
は
何
か
を
問
い
､
次
に
世
界
各
地
域
に
特
徴
的
な
文
化
事
象
に
つ
い
て
考
え
'
翻
っ
て
日
本
の
文
化
を
見
つ
め
る
と
い
-
内
容
で
あ
る
が
'
こ
の
流
れ
に
そ
っ
て
四
章
1
六
節
か
ら
な
る
解
説
書
を
編
集
-
た
｡
授
業
は
'
こ
の
解
説
書
を
べ
イ
ス
と
し
な
が
ら
も
'
そ
の
時
々
の
時
事
問
題
を
取
-
上
げ
ち
-
､
ビ
デ
オ
教
材
や
討
論
を
取
-
入
れ
た
多
彩
な
展
開
で
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
も
-
1
つ
の
｢
言
語
表
現
･
比
較
文
学
｣
で
は
'
国
語
科
と
英
語
科
の
教
員
で
チ
ー
ム
が
組
ま
れ
た
｡
東
西
の
神
話
を
題
材
に
'
古
事
記
と
聖
書
の
天
地
創
造
､
イ
ザ
ナ
ギ
ビ
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
冥
界
巡
-
'
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
け
る
鬼
･
怪
物
･
幽
霊
な
ど
を
考
え
'
そ
こ
か
ら
東
洋
と
西
洋
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
-
｡
l
舷
に
'
高
校
教
師
に
は
教
科
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
-
'
教
科
の
枠
を
越
え
て
教
材
間
藤
や
楯
導
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
か
な
-
ま
れ
な
こ
と
と
い
え
る
rJ
こ
の
よ
-
な
高
い
レ
ベ
ル
で
の
校
内
協
力
体
制
の
確
立
と
維
持
･
発
展
は
'
国
際
系
学
科
の
よ
-
な
新
構
想
学
科
に
は
ぜ
ひ
と
も
望
ま
れ
る
も
の
と
い
え
よ
-
｡
l
方
'
｢外
国
事
情
｣
は
'
欧
米
で
の
生
活
や
社
会
事
情
が
テ
ー
マ
と
な
る
が
'
授
業
は
日
本
人
教
諭
と
ア
メ
リ
カ
人
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
A
E
T
(A
ssistan
t
E
n
g
tish
Teach
er)
と
の
テ
ィ
ー
ム
･
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
あ
-
'
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
｡
な
鍔
'
こ
の
よ
-
な
実
際
の
指
導
場
面
で
の
協
力
L
J口
で
な
-
'
先
に
示
し
た
教
材
開
発
に
わ
け
る
協
力
も
'
概
念
的
に
は
テ
ィ
ー
ム
･
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
i
類
型
と
み
な
し
得
る
｡
し
た
が
っ
て
'
本
校
の
専
門
科
目
は
す
べ
て
1
種
の
テ
-
1
ム
･
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
い
え
る
C
情
報
科
学
は
t
C
A
L
(C
om
pu
ter
A
ssisted
L
earn
-
ing
)
教
室
を
活
用
-
'
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
-'心
に
学
習
を
行
-
｡
こ
こ
で
も
'
数
学
科
'
理
科
'
英
語
科
の
教
員
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
教
材
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
｡第
二
外
国
語
も
含
め
た
外
国
語
教
育
の
充
実
'
教
科
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
な
科
目
と
し
て
の
国
際
理
解
教
育
の
展
開
'
外
国
人
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講
師
の
日
常
的
導
入
'
独
自
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
聞
落
､
学
習
指
導
を
支
え
る
徹
底
し
た
校
内
協
力
体
制
の
確
立
な
ど
が
､
本
枚
の
特
徴
と
い
え
よ
-
｡
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
際
系
学
科
に
必
須
の
も
の
で
は
あ
る
が
､
実
質
的
な
意
味
で
の
国
際
化
へ
の
対
応
と
し
て
ほ
､
こ
れ
ら
に
加
え
て
､
後
述
す
る
帰
国
子
女
I
在
寮
外
国
人
生
徒
の
大
幅
受
入
れ
と
､
そ
れ
を
支
え
る
入
試
制
度
の
改
革
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
ら
-
｡
京
都
府
立
海
洋
高
校
本
校
は
､
明
治
三
二
年
創
設
の
寮
都
府
立
水
産
講
習
所
を
母
体
と
L
t
昭
和
l
言
t年
に
京
都
府
立
水
産
高
校
と
し
て
再
出
蚤
､
漁
業
科
､
水
産
製
造
科
､
食
品
科
学
科
'
無
線
通
信
科
の
四
学
科
を
有
す
る
伝
統
的
水
産
高
校
で
あ
っ
た
｡
平
成
二
年
､
四
学
科
を
統
廃
合
し
､
新
た
に
海
洋
生
産
料
(漁
業
生
産
コ
ー
ス
､
栽
培
工
学
コ
ー
ス
)
､
マ
リ
ン
捜
術
科
､
水
産
経
済
科
の
三
学
科
と
し
､
校
名
も
京
都
府
立
海
洋
高
校
に
改
め
た
｡
海
洋
生
産
科
で
は
､
漁
業
や
航
海
に
関
す
る
知
識
､
披
術
の
修
得
を
目
指
す
｡
ニ
年
次
か
ら
ほ
､
部
分
的
に
ニ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
学
習
す
る
｡
漁
業
生
産
コ
ー
ス
は
､
船
の
操
縦
､
最
近
の
漁
獲
法
な
ど
を
学
ぶ
が
'
航
海
実
習
で
は
韓
国
の
水
産
業
の
拠
点
で
あ
る
済
川
島
を
訪
問
し
､
現
地
の
水
産
施
設
の
見
学
や
水
産
高
枚
生
と
の
国
際
交
流
の
機
会
が
準
備
さ
れ
て
い
る
nF
1
万
㌧
栽
培
工
学
コ
ー
ス
で
は
､
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
栽
培
漁
業
実
習
室
な
ど
を
活
用
し
､
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
学
ぶ
I3
ま
た
､
新
生
･
海
洋
高
校
の
目
玉
と
も
い
え
る
マ
リ
ン
妓
術
科
は
'
海
洋
調
査
､
海
洋
開
発
､
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
従
事
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
露
-
､
海
洋
環
境
の
特
性
や
保
全
な
ど
の
海
洋
科
学
､
潜
水
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
知
識
･
技
術
な
ど
を
､
実
習
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
｡
そ
の
た
め
､
水
深
i
O
メ
-
-
ル
の
潜
水
プ
ー
ル
な
ど
､
全
国
で
も
有
数
の
施
設
･
設
備
を
備
え
て
い
る
｡
ま
iLJt
本
校
で
は
｢
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
-
-
｣
を
大
切
に
し
て
い
る
｡
地
元
の
宮
津
漁
協
や
舞
鶴
漁
協
'
地
元
に
あ
る
国
公
立
研
究
機
関
と
連
携
し
､
さ
ま
ざ
ま
な
見
学
や
総
合
実
習
を
お
願
い
す
る
1
才
､
フ
ェ
リ
ー
の
船
員
に
よ
る
船
員
講
座
や
大
手
ス
ー
パ
ー
の
社
員
に
よ
る
流
通
講
座
な
ど
'
地
元
社
会
人
講
師
の
授
業
も
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
学
校
の
施
設
を
開
放
L
iLJ体
験
学
習
と
し
て
t
P
T
A
や
視
聴
覚
障
害
者
を
対
象
に
し
た
カ
マ
ボ
コ
づ
-
-
､
中
学
生
向
け
の
ボ
ー
-
教
室
'
幼
稚
園
児
や
小
学
生
を
招
い
て
の
ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
-
に
､
水
産
高
校
の
あ
か
抜
け
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
か
の
よ
-
な
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
学
科
(
の
改
編
と
改
名
'
即
戦
力
の
実
力
を
要
請
す
る
体
験
重
視
'
本
物
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
最
新
鋭
の
施
設
･
設
備
'
地
元
を
大
切
に
し
地
域
社
会
と
常
に
手
を
携
え
合
い
共
に
活
性
化
を
図
ろ
-
ど
す
る
積
極
的
な
態
度
が
'
本
校
の
特
徴
と
い
え
る
｡
こ
れ
ら
は
い
ず
219
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れ
も
'
今
後
の
職
業
科
教
育
が
目
指
す
べ
き
t
つ
の
方
向
性
を
明
熊
本
県
立
阿
蘇
高
校
本
校
で
は
､
近
年
､
地
域
で
観
光
産
業
が
と
み
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
､
昭
和
六
三
年
に
商
業
科
の
一
ク
ラ
ス
を
国
際
観
光
科
に
改
編
L
t
平
成
二
年
に
は
専
用
の
実
習
棟
を
設
‖
た
｡
実
習
棟
は
へ
ン
シ
ョ
ン
風
の
外
観
で
'
本
物
顔
負
け
の
ロ
ビ
ー
'
カ
ウ
ン
タ
ー
'
ラ
ウ
ン
ジ
'
接
偶
マ
ナ
ー
宴
な
.U
が
あ
-
､
接
客
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
学
ぶ
ほ
か
'
ホ
テ
ル
業
務
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
に
つ
い
て
の
総
合
実
践
的
実
習
を
行
-
0
京
都
府
立
南
八
幡
高
校
本
校
で
は
'
平
成
三
年
に
商
業
科
二
ク
ラ
ス
を
､
オ
フ
ィ
ス
情
報
科
､
流
通
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ー
科
に
そ
れ
ぞ
れ
改
編
し
た
rJ
オ
フ
ィ
ス
情
報
科
で
は
､
O
A
機
器
の
操
作
能
力
の
育
成
を
'
流
通
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
-
科
で
は
流
通
経
済
(
の
理
解
と
豊
か
な
流
通
サ
ー
ビ
ス
感
覚
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
｡
校
内
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
習
室
､
通
称
｢
ス
ク
ー
ル
シ
ョ
ッ
プ
｣
は
'
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
-
ア
を
模
し
た
つ
-
-
に
な
っ
て
露
-
'
学
科
の
生
徒
が
｢
授
業
｣
と
し
て
､
仕
入
れ
か
ら
経
営
ま
で
を
担
当
､
同
校
の
生
徒
を
対
象
に
実
際
に
商
品
販
売
を
行
-
cJ
p
O
S
(販
売
時
点
情
報
管
理
)
や
プ
リ
J(
イ
ド
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
露
-
､
在
庫
管
理
や
販
売
動
向
分
析
な
ど
も
実
デ
ー
タ
を
も
ど
に
学
習
す
る
｡
昼
食
用
の
食
品
も
も
ち
ろ
ん
販
売
す
る
が
､
商
品
の
カ
ロ
リ
ー
や
添
加
物
情
報
を
レ
シ
ー
ト
に
印
字
し
'
家
庭
科
や
理
科
の
学
習
と
連
動
-
TLJ消
費
者
教
育
と
し
て
の
取
-
組
み
に
活
か
さ
れ
て
い
る
｡
四
.
構
成
員
の
多
様
化
伝
統
的
に
高
校
教
官
は
等
質
集
団
で
実
施
さ
れ
て
き
た
｡
確
か
に
'
あ
ら
か
じ
め
確
定
し
て
い
る
系
統
性
の
高
い
学
習
内
容
を
､
教
科
書
と
黒
板
に
よ
る
講
義
を
中
･'2
ビ
し
た
｢
座
学
｣
形
態
で
教
え
込
む
に
は
'
で
き
る
L
Jけ
等
質
な
生
徒
の
集
団
で
あ
る
方
が
､
そ
の
伝
連
効
率
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
教
師
の
方
も
､
多
-
の
場
合
'
生
徒
集
団
と
同
じ
文
化
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
方
が
何
か
と
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
｡
そ
の
土
地
の
人
間
と
し
て
生
活
圏
を
共
有
す
る
こ
と
で
'
生
徒
た
ち
の
実
情
が
よ
-
理
解
で
き
､
指
導
が
適
切
な
も
の
ど
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
ハ
イ
カ
ラ
な
｢
よ
そ
も
の
｣
教
師
が
苦
労
す
る
様
子
は
'
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
や
『
二
十
四
の
瞳
』
な
ど
'
文
学
の
テ
ー
マ
に
さ
え
な
っ
た
｡
こ
の
よ
-
に
'
学
校
の
構
成
員
に
は
単
t
化
t
等
貨
化
の
原
理
が
働
い
て
き
た
と
い
え
る
｡
高
校
や
大
学
に
お
け
る
近
年
の
｢
偏
差
値
輪
切
-
｣
現
象
は
'
こ
れ
を
非
常
に
病
理
的
な
形
で
促
進
し
て
い
る
ど
も
解
釈
で
き
る
｡
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し
か
し
､
体
験
的
'
総
合
的
､
問
題
解
決
的
な
学
習
に
露
い
て
は
'
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
｡
異
な
る
背
景
を
持
ち
'
異
な
る
経
験
を
有
し
､
異
な
る
考
え
を
抱
-
者
の
存
在
が
'
か
え
っ
て
相
互
の
学
び
を
促
進
し
､
豊
か
な
も
の
と
す
る
よ
-
に
貢
献
す
る
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
異
文
化
理
解
教
育
の
よ
-
に
､
学
習
内
容
に
よ
っ
て
は
､
学
習
集
団
の
構
成
員
や
教
師
の
中
に
異
質
な
も
の
が
よ
-
多
様
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
'
ぜ
ひ
と
も
望
ま
れ
る
場
合
も
あ
ろ
-
｡
本
稿
で
み
て
き
た
様
々
な
高
校
改
革
の
動
向
は
､
い
ず
れ
も
生
徒
､
教
師
の
双
方
を
含
め
た
校
内
に
お
け
る
構
成
員
の
多
様
化
を
必
然
的
に
も
た
ら
し
て
い
る
｡
総
合
選
択
制
に
お
け
る
学
科
を
越
え
iLJ科
目
履
修
と
ミ
ッ
ク
ス
･
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
'
単
位
制
に
お
け
る
無
学
年
的
授
業
と
生
涯
学
習
講
座
で
の
社
会
人
受
講
生
と
の
交
流
､
新
構
想
学
科
で
の
外
人
講
師
､
社
会
人
講
師
､
地
域
社
会
の
人
々
と
の
出
合
い
な
ど
は
､
生
徒
た
ち
に
教
科
書
を
越
え
た
体
験
を
享
受
し
､
表
層
的
知
識
を
越
え
た
生
き
て
は
た
ら
-
知
恵
の
獲
得
(
ビ
彼
ら
を
導
-
｡
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
の
中
で
述
べ
て
き
た
の
で
､
こ
こ
で
は
'
入
試
制
度
改
革
に
よ
る
構
成
員
の
多
様
化
､
わ
け
て
も
国
際
化
へ
の
方
途
に
つ
い
て
見
て
い
-
=
と
泉
京
都
立
国
際
高
校
本
校
は
'
平
成
元
年
､
駒
場
の
泉
京
教
育
大
学
跡
地
に
､
専
門
学
科
と
し
て
の
国
際
学
科
-
学
科
を
持
つ
高
校
と
し
て
開
校
し
た
｡
豊
か
で
調
和
の
ど
れ
た
国
際
感
覚
と
優
れ
た
外
国
語
能
力
を
身
に
つ
け
た
有
為
な
人
材
の
育
成
が
'
本
校
の
狙
い
で
あ
る
｡
教
育
課
程
は
'
国
語
や
数
学
な
ど
普
通
教
育
に
関
す
る
七
教
科
と
､
外
国
語
と
国
際
理
解
か
ら
な
る
専
門
教
科
及
び
課
題
研
究
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
国
際
理
解
に
は
､
｢
文
化
理
解
｣
へ
日
本
文
化
､
比
較
文
化
'
伝
統
芸
能
､
外
国
文
学
)
､
｢
社
会
理
解
｣
(国
際
関
係
､
社
会
生
活
､
地
域
研
究
､
福
祉
)
､
｢
情
報
･
表
現
｣
(情
報
科
学
､
コ
-
ユ
ニ
ケ
-
シ
ョ
ン
､
映
像
､
演
劇
)
の
三
領
域
〓
t科
目
が
あ
る
｡
ま
た
､
外
国
語
は
英
語
の
ほ
か
､
独
･
仏
･
西
･
ロ
･
中
･
韓
の
全
七
力
国
語
が
準
備
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
-
な
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
課
程
編
成
や
完
備
し
た
施
設
･
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
､
本
枚
は
､
教
師
･
生
徒
双
方
に
お
け
る
構
成
員
の
国
際
化
･
多
様
化
の
点
で
も
特
筆
に
値
す
る
｡
五
三
名
の
教
諭
の
内
､
外
国
人
教
師
は
英
語
､
ド
イ
ツ
語
､
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
ー
七
名
と
三
割
以
上
に
の
ぼ
る
｡
ま
た
､
七
七
九
名
の
生
徒
の
内
､
〓
ハ
○
名
ほ
ど
が
海
外
帰
国
子
女
で
､
t
七
カ
国
四
六
名
の
在
京
外
国
人
生
徒
も
い
る
｡
海
外
帰
国
子
女
と
在
弄
外
国
人
生
徒
を
た
す
と
'
そ
の
比
率
は
全
生
徒
の
四
分
の
i
以
上
を
占
め
る
(
い
ず
れ
も
平
成
三
年
度
)
∩
硯
在
'
海
外
帰
国
子
女
の
多
-
ほ
､
ま
っ
た
-
の
無
配
鷹
な
画
I
的
教
育
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
､
あ
る
い
は
唯
I
の
積
極
的
受
け
皿
と
し
て
海
外
帰
国
子
女
の
み
を
集
め
た
特
別
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
授
業
を
受
け
て
い
る
｡
し
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高等学校経営システムの多様化 ･弾力化の動向
か
し
'
こ
の
い
ず
れ
も
が
'
彼
ら
を
い
わ
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
扱
っ
て
打
-
､
決
-
て
十
分
な
対
応
と
は
言
い
難
い
C.
t
方
､
在
京
外
国
人
生
徒
の
多
-
ほ
ア
メ
リ
カ
ン
･
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
い
､
日
本
に
居
な
が
ら
母
国
の
文
化
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
っ
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
Lj
本
校
で
は
､
入
学
枠
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
1
学
年
あ
た
-
八
〇
名
を
'
海
外
帰
国
子
女
と
在
京
外
国
人
生
徒
に
あ
て
て
い
る
｡
ま
た
'
残
る
〓
ハ
○
名
の
1
般
生
徒
の
内
'
約
半
数
を
推
薦
入
試
で
選
抜
す
る
C
l
J
の
よ
-
な
思
い
切
っ
た
入
試
制
度
の
導
入
と
と
も
に
､
海
外
か
ら
日
本
の
高
校
(
進
学
す
る
際
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
'
九
月
入
学
へ
の
対
応
も
実
現
さ
せ
て
い
る
｡
た
L
J､
こ
れ
L
J日
の
高
比
率
で
海
外
帰
国
子
女
と
在
京
外
国
人
生
徒
を
在
籍
さ
せ
て
も
､
実
際
に
は
ま
L
J交
流
が
不
十
分
L
Jと
い
-
声
も
生
徒
か
ら
聞
か
れ
'
授
業
運
営
や
特
別
活
動
､
課
外
活
動
の
組
織
化
に
打
け
る
な
お
い
っ
そ
-
の
配
慮
と
工
夫
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
五
､
お
わ
り
に
-
大
学
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
以
上
'
現
在
進
行
中
の
高
校
改
革
の
動
向
を
､
特
に
マ
ク
ロ
な
構
造
と
し
て
の
学
校
経
営
シ
ス
テ
ム
の
多
様
化
･
弾
力
化
と
し
て
と
ら
え
'
代
表
的
な
事
例
の
紹
介
を
中
･'心
に
概
観
し
て
き
た
｡
最
後
に
'
こ
の
よ
-
な
改
革
の
動
き
と
の
関
連
で
'
大
学
教
育
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
っ
二
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
て
簡
単
に
述
べ
､
ま
と
め
に
替
え
た
い
｡
ま
ず
'
第
一
点
は
'
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
連
し
て
で
あ
る
CJ
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
､
下
級
学
校
と
し
て
の
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
連
続
性
に
対
す
る
配
慮
の
も
ど
に
編
威
さ
れ
る
｡
し
か
し
'
従
来
は
｢普
通
科
-
進
学
｣
｢職
業
科
-
就
職
｣
と
い
-
暗
黙
の
前
提
が
あ
-
'
ま
た
実
際
的
に
も
聴
覚
科
か
ら
の
進
学
は
'
高
校
で
の
履
修
科
目
と
受
験
科
目
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
か
ら
､
か
な
-
困
難
あ
る
い
は
少
な
-
ど
も
非
常
に
不
利
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
定
時
制
や
通
信
制
か
ら
の
進
学
者
も
圧
倒
的
に
少
な
-
'
海
外
帰
国
子
女
に
つ
い
て
も
日
本
的
｢矯
正
｣
を
経
て
入
学
し
て
-
る
仕
組
に
な
っ
て
い
た
｡
し
た
が
っ
て
大
学
と
し
て
は
'
全
日
制
普
通
科
か
ら
や
っ
て
-
る
､
し
か
も
情
報
戦
が
徹
底
し
た
受
験
実
態
に
よ
-
生
み
L
'さ
れ
た
｢
偏
差
値
輪
切
-
｣
の
等
質
集
団
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
縞
威
し
､
教
官
内
容
や
教
育
方
法
を
決
定
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
｡
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
ま
っ
た
-
妥
当
な
こ
と
で
あ
っ
た
-
'
少
な
-
ど
も
問
題
と
な
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ど
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
､
本
稿
で
み
て
さ
iLfよ
-
に
'
今
や
高
校
教
育
は
非
常
に
多
様
に
な
-
つ
つ
あ
る
｡
そ
し
て
同
時
に
､
従
来
の
｢
普
通
科
-
職
業
科
｣
｢全
日
制
-
定
時
制
･
通
信
制
｣
と
い
っ
た
枠
組
み
も
'
そ
れ
ほ
ど
決
定
的
な
意
味
を
も
た
な
-
な
る
可
能
性
も
な
-
ほ
な
い
｡
さ
ら
に
､
今
回
取
-
上
げ
た
ど
の
事
例
も
が
う
そ
の
進
路
と
し
て
大
学
進
学
を
強
-
意
識
し
た
取
-
組
み
で
あ
-
'
実
際
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か
な
-
の
進
学
実
績
を
あ
げ
'
ま
た
今
後
い
っ
そ
-
高
ま
-
そ
-
な
様
子
を
示
し
て
い
る
｡
つ
ま
-
'
高
校
に
お
い
て
多
様
な
学
習
経
験
･
生
活
経
験
を
し
て
き
た
学
生
た
ち
が
､
伝
統
的
な
全
日
制
普
通
科
出
身
の
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
大
量
に
大
学
に
進
学
し
て
-
る
時
代
が
訪
れ
よ
-
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
:'
そ
こ
で
は
､
学
生
た
ち
の
高
校
で
の
多
様
な
学
習
経
験
･
生
活
経
験
を
活
か
し
､
そ
れ
を
核
に
i
人
ひ
ど
-
の
個
性
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
-
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
､
教
育
方
法
の
間
蚤
が
望
ま
れ
る
C
こ
れ
ま
で
に
も
､
例
え
ば
商
学
部
な
ど
で
､
簿
記
や
会
計
関
係
の
科
目
に
つ
い
て
､
商
業
高
校
出
身
者
向
け
に
よ
-
高
度
な
内
容
の
授
業
を
開
設
し
た
-
'
習
熟
度
別
グ
ラ
ス
編
成
に
よ
る
英
語
教
育
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
取
-
組
み
が
'
散
発
的
･
部
分
的
で
は
あ
る
が
行
わ
れ
て
き
た
｡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
各
種
情
報
機
器
に
関
す
る
知
識
や
扱
能
を
学
ぶ
科
目
､
第
二
外
国
語
も
含
め
た
外
国
語
教
育
な
ど
に
お
い
て
も
､
入
学
時
点
で
の
t
人
ひ
ど
-
の
学
習
経
験
･
学
習
成
果
を
正
当
に
評
価
し
'
学
生
の
実
態
に
適
合
し
た
柔
軟
な
対
応
の
実
施
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
､
こ
の
よ
-
な
等
質
集
団
に
よ
る
ク
ラ
ス
編
成
や
指
導
の
個
別
化
L
Jけ
で
な
-
､
あ
え
て
異
質
集
団
を
構
成
し
'
そ
の
異
質
性
を
こ
そ
よ
-
ど
こ
ろ
と
-
iLJダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
学
習
の
展
開
も
構
想
で
き
る
で
あ
ら
-
｡
国
際
系
学
部
や
総
合
な
い
し
は
複
合
科
学
系
学
部
で
は
､
む
し
ろ
こ
の
方
向
で
入
学
者
の
異
質
性
を
積
極
的
に
活
用
し
､
学
生
全
体
の
学
習
経
験
の
豊
か
さ
の
向
上
を
狙
い
た
い
｡
実
は
こ
の
い
さ
方
は
'
意
外
に
も
'
日
本
の
伝
統
的
教
育
の
十
八
番
で
も
あ
る
"集
団
の
練
-
上
げ
〟
の
少
々
極
端
な
､
そ
し
て
本
来
的
で
正
当
的
な
姿
と
解
釈
で
き
な
-
も
な
い
C
第
二
点
は
'
高
等
学
校
教
員
の
養
成
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
い
高
等
学
校
の
教
員
養
成
は
､
教
育
学
系
な
い
し
は
学
校
教
育
学
系
の
専
門
学
部
､
ま
た
は
1
般
学
部
の
教
職
課
程
で
行
わ
れ
て
露
-
､
1
部
は
大
学
院
に
も
依
存
し
て
い
る
｡､
小
学
校
教
員
と
譲
っ
て
､
中
学
や
高
校
の
教
員
は
､
各
教
科
ご
と
に
そ
の
教
科
の
専
門
家
と
し
て
養
成
さ
れ
る
C
こ
の
二
と
は
､
や
や
も
す
れ
ば
学
校
で
展
開
さ
れ
る
教
育
活
動
全
体
へ
の
目
配
し
の
き
か
な
い
､
自
分
の
教
科
さ
ら
に
は
自
分
の
科
目
だ
け
に
し
か
関
:2
も
能
力
も
持
ち
合
せ
な
い
教
員
を
養
成
し
て
し
ま
-
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
｡
も
ち
ろ
ん
､
そ
の
た
め
に
教
育
学
や
教
官
･'心
理
学
と
い
っ
た
科
目
が
必
修
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
-
'
教
育
実
習
で
も
学
校
経
営
に
関
わ
る
指
導
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
硯
状
で
は
､
本
稿
で
み
て
き
た
よ
-
な
'
履
修
シ
ス
テ
ム
や
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ
ま
で
を
含
め
､
叫
校
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
1
つ
の
複
合
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
総
合
的
に
検
討
し
改
革
し
て
い
-
ど
い
っ
た
能
力
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
､
十
分
養
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
-
に
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
に
は
教
職
課
程
の
単
位
数
の
少
な
さ
も
影
響
し
て
い
る
が
､
そ
れ
以
上
に
'
教
員
養
成
シ
ス
テ
ム
全
体
を
支
配
す
る
､
や
や
教
科
教
育
の
専
門
に
偏
し
た
風
土
に
問
題
が
あ
る
よ
-
に
成
心)し
ら
れ
る
｡
実
際
､
現
場
で
さ
え
223
高等学校経営 システムの多様化 ･弾力化の動向
も
､
ほ
ど
ん
'U
の
研
修
･
研
究
が
教
科
ご
と
に
行
わ
れ
て
露
-
'
学
校
を
基
盤
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
､
シ
ス
テ
ム
間
藤
を
通
し
て
教
師
の
教
職
専
門
性
が
高
め
ら
れ
る
場
面
は
意
外
と
少
な
い
｡
確
か
に
､
様
々
な
理
由
か
ら
､
教
師
た
ら
は
長
い
間
､
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
校
経
営
シ
ス
テ
ム
に
関
-'2
を
払
わ
な
か
っ
た
｡
し
か
し
'
我
国
で
も
戦
後
の
あ
る
時
期
'
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
校
全
体
の
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
っ
て
学
校
を
基
盤
と
し
た
研
修
･
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
/∪
そ
し
て
､
本
稿
で
み
て
き
た
よ
-
に
'
硯
在
進
行
中
の
高
校
改
革
は
'
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
校
経
営
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
で
こ
そ
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
を
'
一
教
科
の
視
点
､
t
専
門
分
野
の
視
点
か
ら
の
み
と
ら
え
る
こ
と
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
｡
し
た
が
っ
て
'
今
こ
そ
'
学
校
教
育
に
対
す
る
も
-
す
こ
し
総
合
的
で
大
局
的
な
視
点
が
､
硯
場
の
教
師
1
人
ひ
ど
-
に
求
め
ら
れ
る
の
専
門
性
の
低
い
レ
ベ
ル
で
の
｢
総
合
｣
で
は
L
Jめ
で
あ
る
｡
し
か
し
'
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
と
し
て
t
も
-
す
こ
し
｢総
合
｣
の
方
に
比
重
を
移
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
ど
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
C)
(な
す
･
ま
さ
ひ
ろ
/
経
営
学
部
助
教
授
)
付
記
4
本
稿
は
､
神
奈
川
大
学
国
際
経
営
研
究
所
の
l
九
九
三
年
度
研
2
究
費
の
〆
部
に
よ
-
作
成
し
た
い
